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本
堂
は
初
め
、
常
念
仏
堂
ま
た
御
影
堂
と
称

さ
れ
た
が
、
そ
の
造
立
許
可
が
寺
社
奉
公
か
ら

下
り
た
の
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一

月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
翌
四
年
二
月
十
七
日
、
開
山
祐
天
上
人
の
真

像
、
舎
利
、
舌
根
が
麻
布
龍
土
町
の
禅
室
か
ら

善
久
院
祐
天
寺
の
仮
本
堂
へ
、
祐
海
を
侍
者
と

し
て
晋
山
安
置
さ
れ
る
が
、
新
た
に
建
て
ら
れ

る
六
間
に
七
間
の
本
堂
は
、
こ
の
年
の
同
月
二

十
二
日
に
、
祐
海
が
み
ず
か
ら
阿
弥
陀
経
と
念

仏
回
向
を
修
し
て
地
鎮
祭
を
執
り
行
な
い
、
三

月
五
日
、
大
工
甚
兵
衛
を
棟
梁
と
し
て
釿
初
の

規
式
を
済
ま
せ
た
。 

 

六
日
、
地
形
取
り
に
掛
か
る
。
ま
ず
黒
土
を

取
り
去
り
、
赤
土
と
砂
利
を
等
分
に
混
ぜ
て
地

面
に
播
き
、
そ
れ
を
突
き
固
め
て
五
月
十
三
日

に
、
こ
の
地
形
が
で
き
あ
が
っ
た
。
施
工
に
要

し
た
人
足
は
、
お
よ
そ
千
五
百
人
に
上
る
。
村

方
町
方
か
ら
幟
を
立
て
て
参
詣
し
た
ひ
と
り
び

と
り
に
、
そ
の
土
を
踏
ま
せ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

五
月
十
九
日
、
本
堂
の
柱
石
を
据
え
る
。
柱

石
は
、
開
山
祐
天
上
人
が
生
前
に
名
号
認
め
た

石
を
用
い
、
そ
の
柱
石
の
下
に
、
祐
海
が
名
号

を
記
し
た
玉
石
を
敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
赤
土

を
重
ね
て
突
き
固
め
た
。
さ
ら
に
、
本
堂
建
立

の
訳
書
な
ら
び
に
法
縁
好
身
の
真
俗
名
を
祐
海

が
委
細
に
書
き
列
ね
た
石
を
、
土
台
の
石
垣
に

組
み
込
ん
だ
。 

 

そ
の
上
、
本
堂
内
陣
下
の
地
形
土
に
は
、
祐

天
上
人
が
寂
年
ま
で
入
住
し
た
龍
土
町
の
禅
室

居
間
下
の
土
を
布
き
、
同
二
十
一
日
、
本
堂
の

木
材
を
深
川
か
ら
品
川
ま
で
舩
に
積
み
、
品
川

か
ら
当
寺
へ
、
牛
車
で
運
び
入
れ
た
の
で
あ
る
。 

二
十
七
日
頃
、
本
堂
の
柱
立
が
整
い
、
六
月
三

日
晴
天
吉
辰
に
つ
き
、
午
の
上
刻
に
上
棟
式
が
、

祐
海
と
棟
梁
甚
兵
衛
ほ
か
大
工
十
数
人
に
よ
り

挙
行
さ
れ
、
こ
の
式
で
の
備
え
餅
が
、
大
奥
の

一
位
天
英
院
、
月
光
院
、
法
心
院
、
蓮
浄
院
、

松
姫
、
竹
姫
そ
の
ほ
か
年
寄
衆
へ
贈
ら
れ
た
。

天
井
の
内
側
に
は
、
祐
海
の
筆
に
な
る
長
さ
五

尺
三
寸
、
幅
一
尺
二
寸
、
厚
さ
一
寸
八
分
の
棟

札
が
納
め
ら
れ
た
。 

 

祐
海
は
、
本
堂
の
柱
の
数
を
三
十
八
本
と
定

め
た
。
祐
海
記
『
明
顕
山
祐
天
寺
永
代
式
條
』

に
「
柱
の
数
、
各
々
表
相
あ
る
が
故
に
、
建
立

の
堂
宇
自
ら
方
規
に
合
う
。
故
に
此
れ
般
の
事

は
、
一
一
吉
祥
た
る
を
や
。
就
中
、
柱
に
表
相

あ
り
と
謂
う
は
、
内
陣
の
柱
十
二
本
は
十
二
光

仏
を
表
わ
し
、
下
陣
の
柱
二
十
四
本
は
第
十
八

願
と
六
字
の
名
号
と
を
表
わ
し
、
向
拝
の
柱
二

本
は
観
音
勢
至
に
表
わ
す
。
都
合
三
十
八
本
な

り
。
然
る
に
開
山
大
僧
正
は
、
縁
山
の
貫
主
三

十
六
代
、
某
し
即
ち
当
時
二
世
に
し
て
、
ま
た

是
れ
三
十
八
の
数
な
り
。
抑
も
ま
た
、
某
し
春

秋
三
十
八
の
時
を
も
っ
て
此
の
道
場
を
建
つ
。

皆
な
是
れ
自
然
の
符
号
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
由
縁
が
知
ら
れ
る
。 

 

七
月
十
五
日
、
本
堂
は
慶
成
し
た
。 

午
の
中
刻
に
入
仏
供
養
と
し
て
、
祐
天
上
人
の

尊
影
を
新
本
堂
中
央
の
須
弥
壇
に
、
さ
ら
に
舌

根
を
そ
の
影
像
の
前
に
安
置
し
た
。
ひ
き
つ
づ

き
祐
海
を
導
師
に
、
義
潭
、
善
達
、
壇
的
、
了

祐
、
秀
善
、
官
隆
、
天
歴
、
香
残
、
雅
山
、
祐

益
、
祐
達
、
霊
中
、
察
岸
、
祐
門
、
祐
弁
、
弁

瑞
、
覚
順
、
祐
意
、
了
応
、
真
海
、
春
冏
、
随

音
、
祐
円
、
海
応
、
祐
存
な
ど
五
十
一
僧
に
よ

り
、
四
智
讃
、
四
奉
請
、
四
誓
偈
、
日
中
礼
讃
、

阿
弥
陀
経
が
厳
か
に
奉
修
さ
れ
、
十
六
日
よ
り

二
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
千
部
読
経
が
興
行
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さ
れ
た
。 

 

二
十
六
日
早
暁
、
曙
光
に
映
え
て
、
紫
雲
が

本
堂
に
淡
く
た
な
び
い
た
と
い
う
。 


